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(57)【要約】
　本発明は、測定カウンタや測定スライドや測定ねじの
形態をした測定装置（１０）に関する。測定装置（１０
）は筐体（１１）を含み、その中に測定回路（１４）、
送信回路、及び受信回路が共通の導体板（２２）上に配
置されている。送信回路（１９）と受信回路は、これも
導体平板（２２）上に備えられた共通の導体平板アンテ
ナ（２１）を利用する。測定ユニット（１４）と送信回
路と受信回路とに電圧を供給する電圧供給回路（３０）
もまた、導体板（２２）上に配置されている。従って、
測定ユニットと送信回路又は受信回路との間の、筐体外
部に配置されるインタフェースは必要でない。電圧供給
回路（３０）が共通であるので、回路構成全体の設置面
積は比較的小さくなる。測定装置（１０）の筐体（１１
）は簡単に密封可能であり、従って、容易に必要とされ
る保護筐体とすることができる。筐体（１１）の測定値
センサ（１２）を介して、測定値が検出され、測定ユニ
ット（１４）により電気測定信号に変換されて、送信回
路を経由して外部の中央ユニット（２０）へ無線で送信
される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　位置（Ｓ）を調節可能な測定値センサ（１２）が配置された筐体（１１）と、
　前記測定値センサ（１２）の位置に依存して電気測定信号（Ｍ）を生成する、前記筐体
（１１）内に配置された測定ユニット（１４）と、
　前記筐体（１１）内に配置され、通信インタフェース（１８）を介して前記測定ユニッ
ト（１４）に接続された、送信回路（１９）と、
を備え、
　前記送信回路（１９）は前記電気測定信号Ｍに対応する送信信号Ｕを、中央ユニット（
２０）へ無線送信するように装備されている、測定装置（１０）。
【請求項２】
　エネルギ貯蔵器（３１）を含む電圧供給回路（３０）が備えられ、当該電圧供給回路（
３０）には、前記送信回路（１９）並びに前記測定ユニット（１４）が接続されているこ
とを特徴とする、請求項１に記載の測定装置。
【請求項３】
　前記送信回路（１９）に接続されている第１の供給ライン（３７）は、前記電圧供給回
路（３０）からの供給電圧（Ｖ）を受けるために前記エネルギ貯蔵器（３１）へ直接接続
されていることを特徴とする、請求項２に記載の測定装置。
【請求項４】
　前記測定ユニット（１４）に接続されている第２の供給ライン（４０）は、抵抗（３９
）を介して前記電圧供給回路（３０）の前記供給電圧（Ｖ）に接続され、かつコンデンサ
（４１）を介してグランド（ＧＮＤ）に接続されていることを特徴とする、請求項２に記
載の測定装置。
【請求項５】
　前記抵抗（３９）は前記供給電圧（Ｖ）に直接接続されていることを特徴とする、請求
項３及び４に記載の測定装置。
【請求項６】
　実施形態が長さ測定器の形態であることを特徴とする、請求項１に記載の測定装置。
【請求項７】
　前記筐体（１１）は、防塵又は耐塵、及び／又は防水型であることを特徴とする、請求
項１に記載の測定装置。
【請求項８】
　前記送信回路（１９）は前記筐体（１１）内に配置されたアンテナ（２１）を備えるこ
とを特徴とする、請求項２に記載の測定装置。
【請求項９】
　前記アンテナ（２１）は導体平板アンテナ又はＳＭＤアンテナの形式であることを特徴
とする、請求項８に記載の測定装置。
【請求項１０】
　前記送信回路（１９）と前記測定ユニット（１４）は共通の制御ユニット（４５）を備
えることを特徴とする、請求項１に記載の測定装置。
【請求項１１】
　前記制御ユニット（４５）は、前記送信回路（１９）及び／又は前記測定ユニット（１
４）を所要エネルギの小さい休止状態に置くように適合されていることを特徴とする、請
求項１０に記載の測定装置。
【請求項１２】
　前記測定装置（１０）の１つに割り当てられたアドレスを格納するために、アドレスメ
モリ（２５）が備えられていることを特徴とする、請求項１に記載の測定装置。
【請求項１３】
　受信回路（２３）が、特に前記送信回路（１９）に一体化された形で備えられ、送受信
回路（２４）を提供することを特徴とする、請求項１に記載の測定装置。
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【請求項１４】
　前記アドレスは前記受信回路（２３）で受信され、前記アドレスメモリ（２５）内に保
管されることを特徴とする、請求項１２及び１３に記載の測定装置。
【請求項１５】
　前記送信回路（１９）は、前記測定装置（１０）のアドレスを、前記送信信号Ｕと共に
前記中央ユニット（２０）へ送信するように適合されていることを特徴とする、請求項１
２及び１３に記載の測定装置。
【請求項１６】
　請求項１～１５のいずれか１項に記載の少なくとも１つの測定装置（１０）と、
　前記少なくとも１つの測定装置（１０）と無線通信を行うための送受信ユニットを含む
中央ユニット（２０）と、
を備え、
　前記中央ユニット（２０）は、初期化（Ｉ）の間に、前記測定装置（１０）にアドレス
を割り当てることが可能なように設計されている、装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、測定用カウンタ又は測定用ゲージなどの測定装置に関する。測定装置は例え
ば測長用ゲージとして作用するものであってよい。これには、測定値のセンサ又はピック
アップが配置された筐体が含まれる。測定センサの位置を動かすことにより、測定装置内
に測定電気信号が生成される。測定センサは、例えば直線変位又は回動運動などの移動ま
たは変形によって位置を変化させることができる。測定装置には、測定信号に対応した測
定値を作業者に提供する、ディスプレイ又はその他の表示デバイスが含まれてもよい。そ
のような測定装置は以前からよく知られている。
【背景技術】
【０００２】
　独国特許出願公開第１０２００６０１７２４３（Ａ１）号明細書には、携帯型フィール
ド機器の信号を送信するための送受信機が開示されている。ここでは、プロセス値が無線
インタフェースにより無線送信される。この種の計測及び制御装置を野外の有線システム
に接続しないで済むようにするために、フィールド機器のフィールド機器インタフェース
に送受信機を接続して無線通信を実行することができる。送受信機は、第１の運転状態に
おいてフィールド機器の信号をフィールド機器インタフェースに記録し、これを機能イン
タフェースを介して送信することができる。フィールド機器の信号としては、例えば測定
値が用いられる。
【０００３】
　独国特許出願公開第１０２００６０１７２４３（Ａ１）号明細書に提案されているよう
な、分離された送受信機へ接続するためには、フィールド機器、例えば測定装置にインタ
フェースが必要となる。固定型の測定装置に関してはこの方法がうまく行くことが分かっ
ていた。しかし、作業者が携行して必要に応じて使用する携帯型の測定機器に関しては、
測定機器へ送受信機を接続することにより、処理能力が送受信機による不利な影響を受け
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】独国特許出願公開第１０２００６０１７２４３（Ａ１）号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従って本発明の目的は、特に測定スライドや測定ゲージや長さセンサなどの測定機器及
びその操作に好適な測定装置を提供することにある。
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【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この目的は請求項１に記載の特徴を有する測定装置によって達成される。
【０００７】
　本発明によれば、測定装置は、測定値センサの位置による電気的測定信号を形成するよ
うに設計された、電気的及び／又は電子的測定回路を備える。好ましくは、測定装置は、
例えば測定信号に対応する測定値を作業者に示すことが可能なディスプレイなどの、音響
的及び／又は光学的な送信ユニットを含んでいる。測定信号は有線ではなく、好ましくは
無線電信によって、格納と処理のために中央ユニットに送信可能である。この目的のため
に、測定回路からの測定信号を受信し、それを基に中央ユニットから無線送信可能な測定
送信信号を生成するのに好適な、送信回路が備えられている。測定回路と共に送信回路は
測定装置の共通の筐体内に、好ましくは共通の導体基板上に配置されている。好適な実施
形態において、送信回路のアンテナもまた筐体の内部に配置され、好ましくは、導体平板
アンテナ又はＳＭＤアンテナとなっている。こうして測定装置として僅かな空間しか必要
としない、コンパクトな装置が得られ、これにより作業者の操作および作業が改善される
。測定装置は測定値を無線で送信することができる。外部送信デバイス又は外部アンテナ
がないので、結果として測定装置の操作に悪影響を及ぼさない。
【０００８】
　更に、測定回路と送信回路との間には外部からアクセスできるインタフェースがない。
これは、筐体を塵埃、及び／又は水の入り込まない設計とするのに有利である。また、必
要があれば配線で接続されたインタフェースをなくして、筐体内部にある送信回路を介す
る無線インタフェースを提供することが可能である。
【０００９】
　好適な実施形態において、送信回路と測定回路は、筐体内部に配置された共通の電圧供
給回路を持つ。電圧供給回路は、例えば電池又は充電式蓄電池のような、エネルギ貯蔵器
を含む。このエネルギ貯蔵器は、送信回路用の電源、並びに測定回路用の電源の役目をす
る。電圧供給回路は、特に送信回路及び／又は測定回路に共通の導体平板上に配置されて
もよい。従って、測定回路と送信回路に対して電源の重複がなく、設置空間が節約できて
、共通の筐体内に省スペース的に全部品を配置することができる。電源に対して１つのエ
ネルギ貯蔵器しかないので、エネルギ貯蔵器の交換には筐体に１つの閉鎖可能な開口しか
必要でなく、その結果筐体を簡単かつ強固なものとすることができる。
【００１０】
　有利な実施形態において、送信回路に接続される電圧供給回路の第１の供給ラインは、
供給電圧に直接接続されている。ここで、第２の供給ラインは、抵抗を介して供給電圧に
接続されていてもよい。この接続において、第２の供給ラインがコンデンサを介して接地
されていれば有利である。コンデンサは、第２の供給ラインに接続されている測定回路用
の供給電圧の緩衝素子として作用する。この構成により、送信時に送信回路が引き起こす
電圧変動が第２の供給ラインの供給電圧に本質的な影響を及ぼすことによる、測定信号の
劣化または変化に対する保護が講じられる。こうして、測定信号によって正しい測定値が
得られ、それが通信インタフェース位置を介して送信回路に確実に送信される。
【００１１】
　送信回路は、好ましくは２．４ＧＨｚの周波数で送信される。この周波数では免許なし
での測定装置の運転が可能である。送信の動作は、測定装置のディスプレイ装置上に表示
されてもよい。
【００１２】
　測定装置には受信回路も含まれてよい。これは特に送信回路と一緒に共通のアンテナを
有する一体的な送受信回路として構成されていてもよい。中央ユニットが確認応答信号に
よってデータの完全及び／又は正確な受信を確認し、これが測定装置内の受信回路によっ
て受信されれば有利である。測定装置が受信する確認応答信号は、光学的又は音響的に発
信されてもよい。例えば、ディスプレイユニット上に情報として表示されて、測定値が完
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全又は正確に送信されたかどうかを作業者が判定できるようになっていてもよい。
【００１３】
　測定装置は更に、測定装置に割り当てられたアドレスを格納するアドレスメモリを含ん
でもよい。このアドレスは好ましくは測定値の送信信号の一部であって、測定値送信信号
を受信する中央ユニットは測定値を特定の測定装置に割り当てることが可能である。測定
装置のアドレスは、好ましくは中央ユニットで決定され、可変である。アドレスを初期化
すると、そのアドレスは中央ユニットに送信され、受信回路で受信するとアドレスメモリ
に保管されてもよい。こうして、アドレスを固定的に決定することは必ずしも必要ではな
く、また、測定装置にアドレスを直接入力するための入力手段も必要ではない。このよう
に、非常に柔軟な使用ができるシステムが得られる。可変アドレスの結果として、１つ又
はいくつかの測定装置が共通の中央ユニットを用いて非常に単純な方法で通信可能となる
。
【００１４】
　測定装置の有利な実施形態は、本特許の従属クレーム並びにその説明によって明らかで
ある。好適な例示的実施形態を添付の図面を参照して、本発明の必須の特徴に限定して説
明する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】測定装置及び中央ユニットの簡単な模式図である。
【図２】測定装置の測定回路、送受信回路、並びに電圧供給回路などをブロック図のよう
に表示した図である。
【図３】測定装置の筐体内における図２の回路配置を、模式的なブロック図のように表示
した図である。
【図４】時間同期信号を受信した後の送信信号の送信の順序を時間に基づいて示す図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　図１は測定チューブの形態をした測定装置１０を模式的に示すものである。測定装置１
０は筐体１１を備え、そこから測定値センサ１２が延伸する。例示的な実施形態において
、測定値センサ１２は筐体１１の案内構造１３内に保持されて、直線的にスライド可能と
なっている。測定値センサ１２の助けにより、ワークピースの位置変化を検出することが
できる。測定値センサ１２の位置Ｓに基づいて、電気測定信号Ｍ（図２）が測定装置１０
の測定回路１４内に生成される。このために、測定回路は通信インタフェース１８を介し
てディスプレイ装置１５に接続されている。ディスプレイ装置１５は例えば、モノクロの
液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）、特にいわゆるＴＮ－ＬＣＤ又はＨＴＮ－ＬＣＤである。例
示的な実施形態において、ディスプレイ装置１５は回転可能に保持された筐体部分１６内
に配置されている。そうして、測定装置１０の位置に応じて作業者はディスプレイ装置１
５の位置を調節し、数字及び／又は文字及び／又は記号を、上下逆転や横向きではなく垂
直に向くようにして測定値を簡便に読み取れるようにすることが可能である。回転軸はデ
ィスプレイ装置１５の面に直交している。この筐体部分１６が回転可能なことを矢印Ｐで
示している。
【００１７】
　このような測定装置１０は塵埃や湿度のある環境で使用されることが多い。従って例示
的な実施形態においては、筐体は防塵型又は耐塵型である。更に、防水型であってもよい
。
【００１８】
　測定値センサ１２の位置Ｓの変化はこの例示的実施形態とは異なっていてもよい。測定
値センサ１２のピボット運動又は変形で決まってもよい。測定装置１０は、ここに示した
センサとは異なっていてもよい。すなわち、測定用スライド又は測定用ネジの形態であっ
てもよい。
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【００１９】
　通信インタフェース１８は、例えば制御ユニット４５の形式であってもよく、これを経
由して、測定回路１４が送信回路１９に電気的に接続される。通信インタフェース１８は
、測定信号Ｍを測定回路１４から送信回路１９へ送信する（図２）。送信回路１９は、中
央ユニット２０に対して測定装置１０の無線インタフェースとして作用する。送信回路１
９は測定信号Ｍに基づいて送信信号Ｕを生成し、これが無線で中央ユニット２０へ送信さ
れる。このために、送信回路１９にはアンテナ２１が含まれる。アンテナ２１は測定装置
１０の筐体１１内に配置され、例示的実施形態においては、導体平板アンテナの形態とな
っている。すなわち導体板２２上に印刷された銅の薄片からなるアンテナ２１であり、こ
の実施形態ではＦ字形のアンテナとなっている。導体平板アンテナ２１は２つの平行な足
２１ａ、２１ｂを備え、これらは平行な足を横切る方向に延びる長手部分２１ｃで接続さ
れている。長手部分２１ｃの一端に配置された第１の足２１ａはグランドＧＮＤに電気接
続されており、もう一方の第２の足２１ｂはアンテナ線２６を介して送信制御ユニット２
７に接続されている。
【００２０】
　これとは違って、アンテナは導体板２２上に取り付けられたＳＭＤアンテナの形式であ
ってもよい。
【００２１】
　アンテナ２１の長手部分２１ｃに平行に、２つの足２１ａ、２１ｂの端部の領域に遮蔽
構造２８が備えられている。これによりアンテナを測定回路１４と送信回路１９の高周波
信号の不要の内部結合から遮蔽する。これは、測定回路１４はアナログ信号をデジタル信
号に接続し、それによって高周波の重畳波を生成可能とするので、特に重要である。例示
的な実施形態においては、導体板２２を貫通し、導体板２２の全てのグランド位置を相互
接続する一連のスルー接触２９によってこの遮蔽構造２８が形成される。一連のスルー接
触２９は好ましくは、長手部分２１ｃ方向に導体板２２の全長に亘って延びている。
【００２２】
　測定装置１０は例えば受信回路２３も含んでいる。受信回路２３は同じアンテナ２１を
利用する。例示的実施形態において、送信回路１９と受信回路２３は、送受信回路２４に
統合されている。従って送受信回路２４は、中央ユニット２０に対して双方向の無線イン
タフェースとなっており、送信信号Ｕを送信し、中央ユニット２０からの例えば初期化信
号Ｉのような信号を受信することができる。
【００２３】
　初期化信号Ｉは、測定装置１０が初めて中央ユニットに接続された場合に、測定装置１
０にアドレスを割り当てる役割を果たす。このアドレスは中央ユニット２０によって発行
される。測定装置１０はアドレスメモリ２５を備え、初期化信号Ｉと共に受信したアドレ
スがこの中に格納される。アドレスは送信信号Ｕの送信時に測定値と共に送信され、中央
ユニット２０が測定値を特定の測定装置１０に割り当てることができるようにする。この
ようにして、いくつかの測定装置１０が、共通の中央ユニット２０に無線で接続可能とな
る。初期化の際に中央ユニット２０によって発行されるアドレスは、新たな初期化をする
まではそのままに維持される。測定装置１０に新規アドレスを発行する前に、作業者は旧
アドレスを削除しなければならない。そうすることによって、中央ユニット２０による新
アドレス発行が可能となる。例えば測定装置１０が中央ユニット２０に追加して接続され
るか、現行のアクティブな測定装置１０が接続を切断される場合には、運転中に新規の初
期化を行うことも可能である。
【００２４】
　送信信号Ｕの送信中は、測定装置が送信運転をしていることがディスプレイ装置１５上
に、例えば図１に示されている記号１７で表示される。中央ユニット２０が送信信号Ｕを
受信すると、確認応答信号Ｂによって受信を確認する。受信回路２３又は送受信回路２４
が確認応答信号Ｂを受信すると、受信したことが作業者の表示装置上に示される。例示的
実施形態においては、これは表示装置１５上の「データ」という用語の表示によって現れ
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る。任意の記号や絵文字などは、送信の運転及び／又は確認応答信号Ｂの受信などの表示
に好適であることは明らかである。これの追加又は代替として音響信号を利用してもよい
。ただし本例示的実施形態においては、筐体を耐塵かつ耐水設計とするために、これは利
用されていない。この場合、光学専用のディスプレイとすることで、保護をより容易かつ
信頼性のあるものとすることができる。
【００２５】
　測定ユニット並びに送受信回路２４に電力を供給するために、電圧供給回路３０が備え
られ、そこへ測定ユニット１４並びに送受信回路２４が接続される。電圧供給回路３０に
はエネルギ貯蔵器３１が含まれ、これは具体的には電池又は充電式蓄電池である。エネル
ギ貯蔵器３１は測定装置１０への唯一のエネルギ源であり、供給電圧Ｖを供給する。電圧
供給回路３０は好適な例示的実施形態では、導体板２２の第１の導体板部２２ａ上にある
送受信回路２４と共に配置される。測定ユニット１４は導体板２２の第２の導体板部２２
ｂ上に配置され、２つの導体板部２２ａ、２２ｂは、可撓接続ケーブル３４によって電気
的に相互接続されている。導体板２２は測定装置１０の筐体１１内に配置されている。こ
こで、第１の導体板部２２ａは回転可能な筐体部１６内のディスプレイ装置１５の下に配
置され、回転可能な筐体部１６と共に可動であるようになっている。第２の導体板部２２
ｂは、筐体１１のベース部３５内に配置された測定ユニット１４と共に配置されており、
案内構造１３もまたその上に備えられている。筐体部１６はベース部３５に対して矢印Ｐ
（図１）の方向に回転可能である。筐体部１６がベース部３５に対して回転するとき、第
２の導体板部２２ｂはベース部３５に固定されたままである（図３）。
【００２６】
　測定回路１４はセンサ３６を含み、これは例えば誘導型センサ３６であって、測定ロッ
ド３８の位置を検出し、センサ信号を測定制御ユニット４２へ転送する。測定スティック
３８は測定値センサ１２の一部品であり、測定値センサ１２の位置に加えて、測定スティ
ック３８の位置も変化してセンサ３６で検出されるようになっている。センサ信号に対応
する測定信号Ｍは、測定制御ユニット４２により通信インタフェース１８又は制御ユニッ
ト４５を介して送信及び／又は受信回路２４へ送信される。
【００２７】
　電池又は蓄電池を交換するための電池開口３２だけが電圧供給回路３０へのアクセスを
提供する。電池の代わりに充電式蓄電池が備えられている場合には、電池開口３２が省略
されて、外部からアクセス可能なケーブル接続部３３が備えられてもよい。この場合、ケ
ーブル接続部３３は測定装置１０を充電装置へ接続するため、及び／又は測定信号Ｍを中
央ユニット２０または別の接続された装置へケーブル送信をするために利用されてもよい
。
【００２８】
　図２は電圧供給回路３０のブロック図を示している。第１の供給ライン３７が送受信回
路２４をエネルギ貯蔵器３１へ直接接続する。この第１の供給ライン３７へは第１の電圧
Ｖ１がかけられている。第１の供給ライン３７は、抵抗３９を介して第２の供給ライン４
０へ電気的に接続されている。第２の供給ライン４０は測定ユニット１４へ接続されてい
る。更に、第２の供給ライン４０はコンデンサ４１を介してグランドＧＮＤに接続されて
いる。第２の供給ライン４０へは、測定ユニット１４用の第２の電圧Ｖ２がかけられてい
る。
【００２９】
　電圧供給回路３０により、送信信号Ｕの送信中においても、その影響を受けることなく
、測定信号Ｍを確実に検出することが可能となる。エネルギ貯蔵器３１の供給電圧Ｖは供
給ライン３７に直接印加されるので、送信信号Ｕの送信中に第１の電圧Ｖ１の短時間の電
圧降下が発生することがある。測定ユニット１４用の第２の電圧Ｖ２はコンデンサ４１に
よって緩衝されて、第１の電圧Ｖ１がある期間電圧変動しても第２の電圧Ｖ２の所要電圧
値が維持される。これにより、コンデンサの電荷が減少する結果となることもある。コン
デンサ４１はその後で抵抗３９からの充電電流によって再度フル充電される。
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【００３０】
　好適な例示的実施形態において、共通の制御ユニット４５が、測定ユニット１４並びに
送受信回路２４に割り当てられている。制御ユニット４５は例えば、マイクロコントロー
ラμＣであってもよい。制御ユニット４５を介して、測定ユニット１４並びに送受信回路
２４の運転は制御されるか又は調整される。制御ユニット４５は、アドレスメモリ２５も
含んでいる。
【００３１】
　測定装置１０は第１の休止状態と、好ましくは、電池寿命を延ばすために第２の休止状
態にも入って良い。次に、転送プロトコルと２つの休止状態について説明する。
【００３２】
　送信制御ユニット２７又は送受信回路２４は、所定の時間間隔Δｔ、例えば２５０ｍｓ
ごとに、中央ユニット２０と同期化される。同期化により、測定装置１０の時間サイクル
を中央ユニット２０の時間サイクルに合わせてずれがないようにする。ここで、送受信回
路２４は、送信要求がない場合には、時間の同期信号Ｔのみを受信する。送信要求Ｒがあ
る場合には（例えば、図４のｔ＝ｔ０において）、時間同期信号Ｔを受信した直後に、測
定装置１０のアドレスと測定値である送信信号Ｕが、中央ユニット２０に送信される。時
間間隔Δｔのこの固定された所定時間周期以外には、測定装置１０からの信号送信は開始
されない。第１の休止状態においては送信制御ユニット２７又は送受信回路２４は、第１
の休止状態が送信要求Ｒによって中断されない限り、同期と送信の時間ウィンドウの間に
ある。駆動同期信号Ｔは、中央ユニット２０に接続されたすべての測定装置１０に対して
同一であってもよいし、あるいは、アドレスを通じて特定の測定装置１０に与えられても
よい。この場合、その測定装置１０には異なる長さの時間間隔Δｔと異なる送信時間が割
り当てられてもよい。
【００３３】
　送信制御ユニット２７又は送受信回路２４のこの第１の休止状態は、送信要求Ｒがある
場合には制御ユニット４５によって終了させられる。これは例えば、測定信号Ｍが変わっ
た場合とか、中央ユニット２０が時間同期信号Ｔと共に要求信号Ａを受信した場合とか、
測定装置１０のデータキー４６を作業者が起動させた場合、などである。要求信号Ａが送
信されると、測定装置１０は送信信号Ｕを送信してその時にある測定信号Ｍが送信される
。要求信号Ａには、その測定値が要求されている測定装置１０のアドレスが含まれている
。制御ユニット４５では、受信したアドレスがアドレスメモリ２５内に記憶されている測
定装置のアドレスと比較されて、その２つのアドレスが対応する場合にのみ、その次の可
能な時刻に、送信信号Ｕが送信される。
【００３４】
　制御ユニット４５を経由して、測定制御ユニット４７によりその瞬間ごとの測定値Ｍが
一定の時間間隔で要求される。所定の時間間隔の間に測定値が変化せず、しかも他の送信
要求Ｒがない場合には、制御ユニットは第２の休止状態に切り替わって、通常の測定値報
告ルーチンが遮断される。この第２の休止状態においては、測定制御ユニット４２もまた
休止状態にある。測定信号Ｍが変化するか別の送信要求Ｒがあるとすぐに、第２の休止状
態は終了する。
【００３５】
　制御ユニット４５が所定の時間間隔で送信信号Ｕを送信開始することも可能である。送
信信号が一定の時間間隔で送信される場合、確認応答信号による送信の確認は省略されて
もよい。
【００３６】
　双方向の送信は好ましくは暗号化されて行われ、権限のない人が送信データにアクセス
できないようになっている。そのために、個人コードが中央ユニット２０と測定装置１０
に追加して保管される。送信制御ユニット２７においてこの個人コードを用いて復号でき
るデータのみが、送信制御ユニット２７によって送信される。それ以外には、受信データ
を処理することができない。こうして、最高のデータ保護が達成される。
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【００３７】
　本発明は、測定カウンタや測定スライドや測定ねじの形態をした測定装置１０に関する
。測定装置１０は筐体１１を含み、その中に測定回路１４、送信回路１９、及び受信回路
２３が共通の導体板２２上に配置されている。送信回路１９と受信回路２３は、これもま
た導体平板２２上に備えられた共通の導体平板アンテナ２１を利用する。更に、測定回路
１４と送信回路１９と受信回路とに電圧を供給する電圧供給回路３０が、導体板２２上に
配置されている。従って筐体１１の外部に配置される、測定回路１４と送信回路１９又は
受信回路２３との間のインタフェースは必要でない。電圧供給回路３０が共通であるので
、回路構成全体の設置面積は小さくなる。筐体は簡単に密封することが可能であり、必要
な筐体保護を施せるような設計が可能である。筐体１１にある測定値センサ１２を介して
、測定値が検出され、測定回路１４によって測定電気信号Ｍに変換され、送信回路１９を
経由して外部の中央ユニット２０へ無線送信される。
【符号の説明】
【００３８】
１０   測定装置
１１   筐体
１２   測定値センサ
１３   案内構造
１４   測定ユニット
１５   ディスプレイ装置
１６   筐体部
１７   記号
１８   通信インタフェース
１９   送信回路
２０   中央ユニット
２１   アンテナ
２１ａ 第１の足
２１ｂ 第２の足
２１ｃ 長手部分
２２   導体板
２２ａ 第１の導体板部
２２ｂ 第２の導体板部
２３   受信回路
２４   送受信回路
２５   アドレスメモリ
２６   アンテナ線
２７   送信制御ユニット
２８   遮蔽構造
２９   スルー接触
３０   電圧供給回路
３１   エネルギ貯蔵器
３２   電池開口
３３   ケーブル接続
３４   接続ケーブル
３５   ベース部
３６   誘導型センサ
３７   第１の供給ライン
３８   測定ロッド
３９   抵抗
４０   第２の供給ライン
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４１   コンデンサ
４２   測定制御ユニット
４５   制御ユニット
４６   データキー
Ａ     要求信号
Ｂ     確認応答信号
Ｉ     初期化信号
Ｍ     測定信号
Ｐ     矢印
Ｓ     測定値センサの位置
Ｔ     時間同期化信号
Ｕ     送信信号
Ｖ     供給電圧
Ｖ１   第１の電圧
Ｖ２   第２の電圧

【図１】 【図２】
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